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本研究は, トルコ共和国における国民舞踊の創

出過程を明らかにすることを目的とする。異文化

交流あるいは異民族間の軋櫟の解決が大 きな課題

とされている今日, 多民族 ・多文化が交錯する ト

ルコ共和国の舞踊を整理 し,「 国家」 とい う枠組

みにおける再構築の過程 を明 らかにすることは,

課題解決へむけての大きな示唆を与えて くれると

考えられる(注1)。 また, 国民舞踊の 「創造」

という観点からの検討は, 従来舞踊学において舞

台芸術舞踊とは一線 を画して検討されがちな民族

舞踊へのアプローチに新たな方向性を与え, たと

えば民族音楽学におけるフォークロアとフォーク-

ロリズムという捉え方にとどまらず, 舞台舞踊と

して他の芸術舞踊 との比較検討を可能にする視点

を提起できよう。

調査 は, 文献調査, 面接調査, 参与観察等の方

法をとった。各項 とも, 1996年6月 か ら1997年9

月にかけて, イスタンブールの国立 トルコ音楽院

留学時, および1998年8月 ～9月, 1999年8月 ～

9月 の現地調査が主体 となっている。

1ト ルコ共和国における国民舞踊の創出過程

1-1ト ルコ共和国民 という認識

トルコ人の祖国, すなわち現代の トルコ共和国

(1923年建国)に ほぼ該当する地域 を 「トノレコ」

と呼ぶ試みは, 19世紀後半になってやっと芽生え

たにすぎない(山 内1993: 118-124)。 己の国

を 「トルコ」 として認識する感覚, 自らのことを

「トルコ」人 として認識する感覚は比較的新しい

ものである。 しか し, この 「トルコ人」 という概

念 も, 後述するように曖昧な点を多々含んでいる。

広義の トルコとは, ユーラシア大陸を東西 に貫

く乾燥地帯を中心に住む, トルコ語系諸言語 を使

用する トルコ系諸民族の総称であるとされている。

この広義の 「トルコ人」すなわち 「トルコ系諸民

族」 との連帯感は, トゥラン主義(注2)お よび

汎 トルコ主義(注3)と いった思想とは性格を異

にするものの, ミッリエ トチリク(注4)す なわ

ち トルコ共和国民 という意識 ・愛国心形成のため

に利用された。一方, 狭義の トルコとは, トルコ

共和国を中心に, バルカン諸国, シリア, キプロ

ス, イラク等に居住する トルコ系諸民族を指す。

日本では一般 にトルコという語彙は 「トルコ共和

国」を指すが, 実際にはこの語彙は広義 ・狭義双

方を含む地域の名称 としても, そこに住む トルコ

語系諸民族の総称 としても用いられる。本論では

「トルコ」 という語彙の単独での使用は避ける。

例えば国家としての トルコは 「トルコ共和国」 と

記述する。

さて, トルコ共和国では, 1924年憲法第88条 に

て 「トルコ共和国においては, 宗教お よび人種の

区別なしに国籍の見地か ら全住民を トルコ人とい

う」と規定 し, 現行の1982年 憲法第66条 において

は, 「トル コ国籍 を有す る者 はすべ て トルコ人

(=ト ルコ市民)で ある」 と規定 している。内情
は, 40以上の少数民族 を内包(Andrews l989)す

る多民族国家であり, 公式の見解としては, トル

コ共和国内における少数民族は, 宗教の違いによ

り, ギリシャ人, アルメニア人, ユダヤ人の3つ

とされている。彼 らの帰属意識の所在には微妙な

差異があ り, 何 らかの少数民族の範疇に属 してい

ても, 自らの出自, 民族への帰属意識が濃厚であ

ると, 「『トルコ共和国民』だが, 『トルコ人』

ではない,『 ○○系 トルコ共和国民』である」 と

いう認識になる。逆にこの意識が希薄であると,

「トルコ共和国民」=「 トルコ人」という認識に

なる。いずれにせ よ, 自身が 「トルコ共和国民」

である, とい う認識は, 誰にたずねても, 揺らぎ

のない認識であるといえる。

1-2「 国民舞踊」の用語規定

1980年代以来現在に至るまで, トルコ共和国に

おけるいわゆる 「民族舞踊」 「民俗舞踊」 に対 し

て用いられる用語 として最 も定着 しているのは,

「Turk Halk Oyunlar テユルク ・ハルク ・オユ ン

ラル」, 直訳すると 「トルコの民衆舞踊(テ ユル

ク=ト ル コ, ハル ク=民 衆, オユ ンラル=舞

踊)」 である。 ここでいう 「トルコ」 とは, 公式

の見解では トルコ共和国民全体を指 しているとい

えようが, 実際に踊る人々の認識のレベルにより,

トルコ共和国民全体 にも, トルコ語系諸民族のみ

を指す ものとして も解釈 されうる。 この 「トル

コ」 とい う語彙の曖昧さを避けるため, さらに民

衆の日常生活 レベルでの舞台化されていない舞踊

と区別するため, 本論では, 公定化された 「国民

文化」としての舞踊 を 「国民舞踊」とし, 国民舞

踊化されず, 公定の規定 にとらわれない舞踊は,
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そのまま 「民衆舞踊」として区別して記述する。

1-3思 想的背景

19世紀から芽生えはじめていたフォークロアと

いう概念 は, オスマン朝末期ズィヤ ・ギョカルプ,

キ ョプリュリュザーデなど帝国内の知識人 らに

よって, その 「応用」が説かれ始める。 「民衆文

化からの国民文化の創造」 というギョカルプの提

唱は トルコ共和国の国民文化の形成に強い影響 を

与えた。音楽の分野における彼の思想, すなわち

「民衆音楽+西 洋音楽=国 民音楽」 とい う図式

(G6kalp1999: 147)を 国民音楽の創出に実際に

応用 したのは, 音楽学者であり, 民俗学者で もあ

るマフムー ト・ラーグプであった。 「トルコ民俗

音楽の調べが中央アジア起源である」こと,「 民

衆音楽と西洋音楽 との総合」は柔軟性をもたせな

ければならない, つまり 「個人の創作の自由」を

も考慮にいれるべ きである, という彼の主張(ベ

ハール1994: 232-240)は, そのまま国民舞踊

の創造にも反映されているといえよう。それどこ

ろか, 現在の国民舞踊の継続的な創出の過程 にお

いても, この3要 素は重要な柱となっているので

ある。すなわち, これら3要 素を国民舞踊 におけ

る用語に置 き換 えるならば,「 汎 トルコ主義-広

義の トルコとの連帯意識」 「西洋的要素の付加」

「コレオグラフ」 ということができよう(図1)。

これら3要 素を念頭 に置いた上で, 国民舞踊の創

造過程を検討することとする。

1-4国 民舞踊の朋芽期
一 タルジャンによる国民舞踊創造の試み一

国民舞踊の創出に向けて具体的な活動を行った

のは, セリム ・スッル ・タルジャン(1873-1953)

であった。 トルコ共和国における身体教育の始祖

であるタルジャンは, 1917年 イスタンブールにお

ける 「第一回体操フェスティバル」にて初めての

民俗舞踊公演, エーゲ海地方の舞踊であるゼイベ

ク(注5)公 演を果たす。 「国民舞踊」 として彼

が創出したゼイベクは, しか しながら, 多数のゼ

イベクの収集, 吟味の末に編み出された, 「国民

的特質をとどめた」民俗舞踊動作 をモチーフとす

る彼の 『創作舞踊』であった。 このゼイベクは

1917年 以来, 師範学校でタルジャン自らが教えて

お り, 1925年 にはイズミルにおける公演で, トル

コ共和国建国の父アタテユルクから 「全国民に踊

られるべき」 と賞賛され, 現代 トルコ共和国のイ

メージにふさわしいとして, 1920-30年 代にかけ

て踊 られ続けた(ozturkmen 1998: 231)。 彼の

ゼイベクの創出活動は, 20世紀初頭における国民

舞踊創出という視点 とその実践, そ してそれを記

録にとどめたという点で, 重要な位置を占めてい

るといえよう。

1-5フ ォークロア活動 の組織化及び 「トル

コ」 という認識の強化

組織的なフォークロアの収集活動は, 19世紀か

ら始まっていた。それらは帝国内の主だった少数

民族による各々の言語や工芸品の収集などが, 組

織的活動によって各々の民族のアイデンテイテイ

図1ラ ーグプの思想に基づ く国民舞踊の成立要因
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を啓発 す るため に始め られたのが発端 である

(fJzturkmen 1998: 420

トルコ民族主義者らによる, トルコ民族主義を

基盤とした, 上記のような組織が創 られるのは,

20世紀に入ってからのことである。1912年3月 に

は, 共和国設立前後のフォークロア活動に最も大

きな役割を果たす公的組織 「テユルク ・オジャク

ラル(ト ルコの炉辺)」 が設立される。同組織に

おけるフォークロアに関する活動 としては, 「ト

ルコ民族の文化の継承 ・維持のため」に伝統的慣

習 ・伝説 ・民謡 ・諺等の収集等を行うとともに,

「地方の舞踊の形成」 と 「西洋音楽 と西洋のス

ポーツの青少年への奨励」が行われていた。少な

くともこの時期か ら国民舞踊の組織的収集 ・形成

がなされていたことが, 理解できよう。この国民

舞踊の組織的収集 ・形成の根底 には, 常に 「広義

の トルコ」への関連づけが意図されてお り, それ

は今日に至るまで, トルコ共和国民 を束ねる政策

として, 連綿 と続いている。

1-6「 民衆の家」の誕生

1932年2月19日,「 ハルク ・エヴレリ(民 衆の

家)」 と呼ばれる国民啓発のための組織が, 共和

人民党政府により, 開設 された。 「民衆の家」の

二大目的は,「 社会改革」 と 「文化 ・芸術活動を

通じての西欧化」であった。後者は国民文化創出

のための 「『民衆文化』 と 『西洋文化』の融合」

を目的 としてお り, 先に述べたギ ョカルプの思想

を受け継 ぐものであったといえる。 これらを通 じ

て国民意識の確定, 全国民の団結力強化のために

「『民衆の家』におけるフェスティバルや国民の

祝 日などで 『公定文化』 として踊 られる慣習」が
つ くりあげられてい ったのである(ozturkmen

1998: 70-71, 114-116)。 このように従来継承

されてきていたコンテクス トから離れ, 多様な人

々の前で踊るという現象には, 当然なが らもとの

舞踊を舞台用に改作するという作業が行われ, 各

地方で舞台化 されたこれら舞台化舞踊の中から全

国各地で踊 られる国民舞踊のレパー トリーが集め

られていった。1950年 に民主党が政権を掌握後,

1952年 に廃止されるまで, 同組織は社会教育, 文

化, 体育などの新 しい民衆活動 を農村の隅々まで

普及させ, 国民教育を推進する上で大きな役割を

果たした(注6)。 また, 各支部の活動の独自性

と, それらの中央への集約によって, 各地方ごと

の独自性の相違と, それ らすべてを一要素 として

集約する国民文化という認識形成の推進にも貢献

した。50年 代以前の, 共和人民党時代 における

フォークロアは,「 祖国に関する知識の蓄積」の

ための手段であ り, その知識の普及が政府の管理

のもとで効果的に実施 されていたといえる。 「民

衆の家」はこれらの知識 を地方から中央へと吸い

上げるための最適の組織であった。地方における

民衆舞踊も, この経路を通 じて, 国民舞踊として

国家へ と集約されていったのである。中央に集め

られる舞踊 は, 舞踊の種類別ではなく, たとえば

「エルズルム県の舞踊」などのように, 所属する

行政単位の名称で類別され, 踊 られるようになっ

ていった。

1-7民 間舞踊組織の出現

1950年代 は, フォークロア活動, とりわけ国民

舞踊活動 に多大な変化が現われた時期である。 こ

れまで 「民衆の家」 という国家主導型の組織内で

収集, 享受 されて きた国民舞踊は, 国家の保護の

下から脱 し, 民間組織の支援の中で, さらに活動

の発展を続けた(注7)。 「民衆の家」の閉鎖か

ら, 民間の舞踊組織の隆盛 に至るまでの空白期間

を埋めたのが, 大学等, 大都市における高等教育

に従事する学生たちの舞踊活動であった。彼等が

行った国民舞踊活動は, 舞踊が内包あるいは深 く

関与する, 本来の社会的機能を切 り捨て, 単に身

体動作のコピーに終始する傾向をつ くりだした。

これらの学生国民舞踊運動は次第に組織化される

ようになり, 60年代にはますます盛んになる(注8)。

50年代における学生国民舞踊活動と双壁をなす

のが1955年 に設立された民間組織 「トルコ国民舞

踊普及継続協会」である。 この時代, 地方同士の

舞踊紹介, それらを一同に集めて同一プログラム

内で順 に公演す るこ とで 「国民舞踊 レパー ト

リー」の成立に役立てるという方法は, 「民衆の

家」の時代 に始まり, 同組織によって確固とした

ものにされた(ozturkmen 1998: 2o3-204)。 こ

の意味において, 同組織の開催 したフェスティバ

ルの意義は大きいといえる。

民間における国民舞踊活動が著 しい中, 国家管

轄の組織 も設立されつつあった。1960年 には教育

省の管轄下, 各郡ごとに民衆教育センター, 1966

年には 「国民 フォークロア協会」が設立 された。

両組織は, 国民文化の教育, 普及において, 大き

な役割を果たしており, 国民舞踊活動の活性剤,

あるいは維持装置的役割を果たしている。民間国

民舞踊組織活動の活発化の陰には, これら国家直

轄組織 における国民舞踊推進活動があるといえよ

う。このような経過を経て, 「国民舞踊を踊る」

慣習は, トルコ共和国の明らかに主要な大衆文化

の一つになっていった。

50年代に盛んになりは じめた公民双方による国

民舞踊活動の一つに, 「国民舞踊 コンクール」 と

い う形態がある。 この活動がもたらした新 しい局

面は 「国民舞踊 レパー トリー」の確定化である。

50年代か ら60年代にかけて国際フェスティバルと

ともに組織された多 くのコンクール活動は, 国民

舞踊を踊ることにたいする興味の増加, 音楽家 ・
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舞踊教師 ・衣装屋の市場の提供, 人気のない舞踊

の衰退, 新 しい舞踊の収集活動, 舞台化などを促

進した。

1-8国 立民族舞踊団設立

1976年, 観光省のもと, 国立民族舞踊団が設立

される。 このことによって, それまでに普及 して

いたレパー トリーのさらなる確立が促進され, 国

民舞踊の様式化が国家の政策のもと合法化された。

そのスタイルはテレビ放送 を通 じて全国的に浸透

してい く。現在の同舞踊団の国民舞踊に対する認

識は, 「民衆舞踊」の要素を生かした 「舞台芸術

舞踊」になっている(注9)。 すなわち, ラーグ

プの思想に基づ く国民舞踊の成立要因, 「コレオ

グラフ」 と 「西洋的要素の付加」が重要視されて

いる。広義の トルコとの連帯意識が基盤となって

いるのは, 国家の政策上, いうまでもない。

1-9音 楽院における国民舞踊教育

1984年 イスタンブールの国立 トルコ音楽院に,

国民舞踊学科が開設される。当学科では, 通例に

ならい, 舞踊を各県ごとに分類 し, 原則として,

当該県出身の教師が, その県の舞踊を教える, と

いう形式をとっている。ここで教授 される舞踊の

性質は, オーセンティックなもの, すなわちコ

ミュニティの中で継承 されているコレオグラフを

伴わない舞踊 とされ, 舞台化のための授業は, 各

地舞踊の実技授業 とは別に設けられている。 しか

しなが ら, オーセンティシティを謳いなが らも舞

台化の授業, バ レエの授業が設けられていること

は, 国立国民舞踊団同様民衆舞踊 と西洋的要素と

の融合が, 根底に意図されていることは明らかで

ある(注10)。

1-10創 造の継続-「 国民舞踊」の形成-

「国民意識」形成のための国民舞踊形成にかわ

り, 1990年 代後半 にあらわれてきている現象 は

「舞踊表現における多様性」である。 「文化省」

の 「オーセンテイシテイの追及」(注11), 「教

育省」の 「時代 のニーズに適った舞踊」(注12),

「青少年体育省」における 「オーセンティック」

と 「コレオグラフ」 という分類の見解(注13)に

見られるように, 開始当初の 「国民意識」形成 と
いう目的は薄らぎつつあり, かわって舞踊表現形

態の多様性が模索されはじめている。民間レベル

においても, 比較的自由な舞踊活動が行われてい

る。彼 らの国民舞踊活動は, 「アメリカのステレ

オタイプ的なフォークダンス活動よりは, ブレー

クダンスを楽しむ感覚により近い」 というジェフ

キ ンの指摘 は言 い得 て妙 といえよ う(Cefdn

1993: 111)。 これらすべての模索は, もう一つ

の政策 「トルコ共和国の文化的イメージ」の創造

に, 最終的には集約されるのである。 「国内外ヘ

ァビニルするための国民舞踊」は, 鑑賞する側 と

される側の視点 ・審美眼の変化 とともに, それに

あった形で修正を加えなければ評価 されない。か

な り柔軟 になったとはいえ, 常に存在する一定の

制約下での国民の自発的な舞踊活動の中から, 新

鮮な国民舞踊のスタイルが創出されつづけている

といえよう。

1-11異 なる視点 一 「民族別分類」の導入-

前述の ように, 一般的に国民舞踊の分類 は,

「国民舞踊文化」の一部を県ごとに構成するパー

ツとして, 県別に行われている。これは, 多様な

民族が混在する国内を穏便に統括するための国家

の政策 として有効であると考えられる。すなわち,

県 という行政上の区画による分類によって個々の

舞踊が本来有 している民族色を弱めているといえ

る。一方, 民間国民舞踊活動組織の中には, 民族

別分類の もと舞踊活動を行 っている組織 も存在す

る。彼らの舞踊活動は, 県 という行政上の区分を

越えた, 出自を同 じくする民族間のネットワーク

を持ち, 各々の独 自の文化継承 を目的としている。

その事例として, 本論ではカフカス舞踊 をとりあ

げる。

トルコ共和国におけるカフカス舞踊は, 全国各

地でカフカス系 トルコ共和国民によって継承され

ながらも, 同国東北部のカルス県の舞踊 として,

しかもカフカスという, トルコ共和国とは異なる

地域 ・民族 を表す名称を保持 したまま国民舞踊の
一部に取 り込 まれた数少ない舞踊の一つである。

しかしながら, 一見 トルコとは異なるように見え

て, アゼリーという広義の トルコの一民族を内包

するカフカス地域の舞踊は, ラーグプの思想に基

づ く国民舞踊の成立要因を三つとも兼ね備えてい

るといえる。 トルコ共和国が多様な民族を束ねる

ために, 個々の民族独自の文化を巧みに国の文化

の一部 として吸収 し, トルコ共和国民も同舞踊を

積極的に享受 しているケースの好例といえよう。

以下に, この事例の検討を通じて, さらに国民舞

踊成立要因モデルを模索する。

2事 例: 国民舞踊としてのカフカス舞踊

2-1ト ルコ共和国とカフカス

現在一般にカフカス(コ ーカサスともいうが,

本論ではカフカスで統一す る)と 呼ばれる地域

(図2)は, 16世紀以来, オスマン帝国とイラン,

18世紀以降はロシアも含めての領土拡張のための

戦場 となっていた。1921年 の トルコ ・ソヴィエ ト

友好条約, カルス条約による国境の確定により,

トルコ共和国とカフカス諸国の接する地域は, 人

為的に線がひかれたものの, 同じ文化を共有する

地域であるといえる。特に, 現 トルコ共和国の東
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北に位置するカルス県(注14)は, 他のカフカス

地域同様大国の領土争いの中に常 にあった。ゆえ

に同県は トルコ共和国内の 「カフカス地域」 とい

う位置づけにあるといえよう。

2-2カ フカス系 トルコ共和国民

「カフカス人」 とはカフカス地域の住人を指 し,

特別に民族集団を意味 してはいない。 この地域の

住民構成は複雑であるが, 言語上から, カフカス

諸語系(グ ルジア語, アディゲ語など), イン ド
・ヨーロッパ語族系(ア ルメニア語など), アル

タイ諸語系(ア ゼルバイジャン語など)に3分 で

きる。このアルタイ諸語系民族中の トルコ語系諸

民族, とりわけアゼルバイジャンのアゼリー系 ト

ルコ民族が, 広義の トルコ人への帰属意識ととも

に, トルコ共和国とカフカスとの接点となってい

ると考えられる。

さて, 本論でいうカフカス系 トルコ共和国民 と

は, このカフカス諸民族に起源 を持つ トルコ共和

国民を指す。祖国から現在の トルコ共和国土内に

移住 してきたもの(主 に北カフカス系), 現在の

国境確定以前から トルコ共和国領土内に住んでい

る者(主 に南カフカス系)な どに分類 される。彼

等のアイデンティティの所在は, 他の トルコ共和

国民 と同様で, 「カフカス系」であることを強 く

認識する者, まった く認識する必要がない と考え

る者, と多種多様である。

2-3本 論におけるカフカス舞踊の用語規定

本研究では, カフカス本国において旧ソ連体制

下, 国民舞踊 として高度に舞台化 された舞踊, 及

びそれをもとにして各民族舞踊活動組織 において

踊 られる公演用の舞踊を 「舞台化カフカス舞踊」

とし, トルコ共和国におけるカルス県の国民舞踊

として1950年 代以前に公定化されたカフカス舞踊

を 「カルス ・カフカス舞踊」, 一方50年 代以降民

間の国民舞踊活動の中から新たに誕生 した, 概念

としての 「カルス ・カフカス舞踊」と舞踊動作と

しての 「舞台化 カフカス舞踊」の融合体 を 「カフ

カス国民舞踊」と規定 して記述する。また, カフ

カス系 トルコ共和国民のあいだで, 結婚式など民

衆の社会生活 レベルにおいて踊られている舞踊は

「民衆カフカス舞踊」 として区別 した。なお, こ

こでの名称の分類は現地で使用 されているもので

はないが, 各 レベルでの舞踊の特徴を明らかにす

るために, 本論で便宜的に用いるものである。

2-4カ ルス ・カフカス舞踊

カルス県は, トルコ共和国の東北に位地 し, グ

ルジア, アルメニア, アゼルバイジャン等 と国境

を接 している。古来様々な民族, 国家に領有され

た歴史を持ち, 1878年 から1920年 までは, ロシア

図2カ フ カ ス 地 域 図

(O.Ozbay「Kuzey Kafkasya」 よ り)
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・ソヴィエ トの支配下にあった。多様な国民文化

の一部として トルコ共和国が国家 としてこのカル

ス県の舞踊 に与えた役割の一つ, あるいはカルス

県の舞踊が国民舞踊の一部を形成するものとして

次第に獲得 していった特質は, 「勇者たちのフロ
ンティア」(Baranseli 1965)(注15)と いうロ

マンティックなイメージの表象 と, 「汎 トルコ主

義」の体現である。国境を超えてカフカスを横断

し中央アジアの トルコ民族へ と続 くイメージの連

続は, トルコ共和国の国民文化の国際性をも象徴

した。その国際性は トルコ民族だけでなく, カフ

カスの歴史的背景を通 じてロシア ・ヨーロッパへ

もつながるものであった。

この国民舞踊 としてのカルス ・カフカス舞踊と

は, 一般に男性はチェルケスカ(男 性の上衣。写

真参照)を 身につけ, 激 しい舞踊動作 を伴い, 伴

奏楽器 としては, 両面太鼓のコル トゥク ・ダヴル

とアコーディオンもしくは鍵盤楽器ガルモンが用

いられる舞踊である。70年 代 には, 国民舞踊 とし

てのカルス ・カフカス舞踊は, 教育機関及び民間

舞踊組織 にお いて全国的に人気のあるレパー ト

リーの「つ として定着 しており, 国内外のフェス

ティバルやコンクールにおいても多々踊 られてい

る。

2-5国 民文化 としての 「シェイブ ・シャーミ

ル」 または 「レズギンカ」

「勇者たちのフロンティア」カルス県を視覚的

に表象する媒体 として, 勇壮で激 しい舞踊表現を

特徴とするカルス ・カフカス舞踊は格好の素材で

あった。そ して, その中で 「シェイブ ・シャーミ

ル」あるいは 「レズギンカ」の名で呼ばれる同一

の舞踊は, このイメージを表象するのに最もふさ

わ しい舞踊であった。37年 のサイグンの著書をは

じめとして, カルスの舞踊あるいはカフカスの舞

踊として最 も頻繁に言及されるのは, この 「シェ

イブ ・シャーミル」あるいは 「レズギンカ」であ

る。 「レズギンカ」 とは, 本来ダゲスタン共和国

のレズギ族の舞踊 とされ, 「シェイブ ・シャーミ

ル」は, このバ リエーシ ョンの一つとされている。

本来の 「レズギンカ」は, 男女一対で踊 られる求

愛舞踊 とされるが, 国民舞踊 として踊 られる場合

は, 爪先立ちや, 膝での着地, 回転など難技をこ

らした男性の踊 り比べのような形態で踊 られる。

国内外のフェスティバルでカルス県の国民舞踊が

踊 られるとき, フィナーレを飾るのはほとんどこ

の舞踊である。

2-6民 族的舞台化カフカス舞踊活動の興隆

民族的カフカス舞踊活動が本格的に始動 しは じ

めるのは, 「民衆の家」閉鎖後の1950年 代からで

ある。 この活動 を行 う民 間の協会はアゼルバ イ

ジャン系, 北カフカス系, グルジア系の3種 に大

別される。カフカス諸国からの国民舞踊団による

トルコ共和国内での公演は民族的カフカス舞踊グ

ループ活動に拍車をかけ, ビデオテープの流入 ・

録画により, 民族的カフカス舞踊の舞踊動作に多

くの変化があらわれるようになった。各種舞踊グ

ループは, それらの舞踊スタイルを模倣 し, 公演

のレパー トリーに取 り入れるようになった。興味

深いのは各系統 とも, 協会で対内外的に行 う舞台

化 カフカス舞踊 と, 村での結婚式など, 内輪で行

う場合の民衆カフカス舞踊 とが, レパー トリー,

舞踊動作などの観点から明 らかに区別 して実施 ・

伝承 されている点である。民衆 レベル と協会レベ
ルでの差は, 衣装の有無, 楽器の数, 舞踊動作の

難度などにあらわれている。協会における舞台化

カフカス舞踊活動は, 対外的なもの, 全 トルコ共

和国民に開かれたものであるともいえる。すなわ

ち, 民族 レベルと国家レベルの舞踊の接点であり,

ナショナルダンスの形成に一役買っているといえ

よう。実際, これら協会における, 特にアゼルバ

イジャン系統を中心とした舞台化カフカス舞踊が

国民舞踊としてのカフカス舞踊 として取 り上げら

れているのである。各系統ごとに異なる特色を持

つが, 唯一共通しているレパー トリーは, 「レズ

ギンカ」ニ 「シェイブ ・シャーミル」の名称で知

られる舞踊である。

2-7国 立国民舞踊団におけるカルス ・カフカ

ス舞踊

国立国民舞踊団のレパートリーは, 国家のカフ

カス舞踊に対する見解が広義の トルコ民族 との連

帯感に基づ くものであることを, 如実に示 してい

る。同舞踊団のカルス ・カフカス舞踊は 「レズギ

ンカ」など実際に民衆カフカス舞踊においても踊

られている舞踊 と, アゼルバイジャン語の有名な

民謡にカフカス風の振 り付けを施 した創作舞踊か

らなる。すなわち, 舞踊スタイルにはカルス県の

カルス ・カフカス舞踊ではなくても, そのイメー

ジを想起させるものであれば取 り込んでもよい,

という姿勢が, 暗黙のうちに承認 されている。こ

の姿勢は, 各舞踊協会をはじめ, 各種 コンクール

への出場 グループのレパー トリーにも反映される。

カルス ・カフカス舞踊の国立国民舞踊団におけ

る位置づけは, その 「舞台芸術」 としての価値に

おいて他のレパー トリーよりも高 く評価 されてい

る。華やかな舞台構成, 観衆の熱気を沸 き立たせ

る音楽や舞踊が公演の最後に最 もふ さわしいとさ

れている(注16)。 この, いわば 「陳列型公演形

態」におけるカルス ・カフカス舞踊の位置づけも,

民間舞踊協会の公演形態に反映されている。
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2-8「 融合」カフカス ・トルコ国民舞踊の誕生
一一般大衆, そして国外へ一

前述 した協会における舞台化カフカス舞踊は,

公演などを通 じて対外的にその存在が知 られるよ

うになる。また, 国立国民舞踊団の 「イメージ重

視」の姿勢が, 民間にも浸透する。そのような中

で, ア ドリー ・アイテルによるカルス ・カフカス

舞踊 と舞台化 カフカス舞踊との融合が行われる。

アイテルは1989年 トルコ共和国の代表 として, カ

ルス ・カフカスグループのディレクターとして,

フランスのディジョンで毎年開催 される国際民族

舞踊フェスティバルに参加, 優勝 をもたらす。 こ

のときカルス ・カフカスとして踊 られた舞踊には,

従来の定式化 されたカルス ・カフカス舞踊はまっ

たく含まれておらず, その実体はダゲスタン国立

民族舞踊団 とアゼルバイジャン国立民族舞踊団の

舞踊レパー トリーの混合, 抜粋であった。つまり,

ここでいう融合 とは, 国民舞踊 としてのカルス ・

カフカス舞踊 という公定の認識 と, 舞踊動作 とし

ての民族的舞台化カフカス舞踊の融合を指す。

いずれにせよ, カルス ・カフカス舞踊の名のも

とに舞台化 カフカス舞踊が踊られることが暗黙の

うちに認められるようになり, 以後, 出自をカフ

カス系諸民族 に限定せず, 舞踊レパー トリー-もカ

フカス国民舞踊のみに限定 しない, 民間の一般的

国民舞踊グループのカルス ・カフカス舞踊のレ
パー トリーに, このカフカス国民舞踊 も含 まれて

いくことになる。特にカフカス国民舞踊の精力的

な活動を行っているのは, イスタンブール ・ハル

ク ・ダンスラル観光協会(以 下IHTD, 1989年 設

立)で ある(注17)。 当協会のメンバーの中には,

カフカス国民舞踊を小 ・中 ・高 ・大学等教育機関

の課外活動で教えている者 も多い。 このようにし

て, カフカス国民舞踊活動は, より広い国民舞踊

活動層 に波及 しつつある。国民舞踊コンクールの

要項の一部には, 「トルコ共和国域外の舞踊の名

称で出場する場合にはユスキュップ ・トルコ, カ

フカス ・トルコのように 『トルコ』名を付加する

こと」 という規定が設けられていることがある。

こうした規定の設定から, 民間から発 した国民舞

踊活動が国家によって制限付 きではあれ承認 され
つつあるのが理解できよう。また, カフカス国民

舞踊をレパー トリーの一部 として加えるという一

般国民舞踊協会の姿勢か らは, 大衆の同舞踊 レ
パー トリーに対する嗜好が窺える。このようにし

て, 現在では, カフカス国民舞踊は, トルコ共和

国の代表レパー トリーの一つ として国内外の様々

なフェスティバル, コンクール等で踊られている。

国内における観光客相手のナイトクラブやホテ

ルでのターキッシュナイトにおいても, 同舞踊は

国民舞踊ショーの最後を華やかに飾る舞踊 レパー

トリーとして欠かせない。観光客たちは 「トルコ

共和国の多彩な舞踊文化の一つ」として, 同舞踊

が与える鮮烈なイメージを脳裏に刻み付 けて帰る

のである。国家の政策である 「文化の宝庫」 トル

コ共和国のイメージを国外に発信する機能を, カ

フカス国民舞踊は十分に果たしているといえよう。

総括

本研究から浮上してきたカフカス国民舞踊の成

立要因としては 「民衆舞踊の一形式が国家によっ

て国民文化の鋳型にはめなおされる作業」 「エス

ニシティに根 ざした舞踊活動の集約」 「舞踊その

ものの魅力に起因する大衆の支持」(図3)な ど

が挙げられよう。これ らを具体的にカフカス舞踊

にあてはめてみると, まず概念 としてのアゼリー
・トルコを通 じての 「広義の トルコ」 との関連性

の内包, 及び実際にはトルコ共和国のほぼ全域で

踊 られている民衆カフカス舞踊の, カルス県への

概念上の集約が, 国家により, 国民文化の鋳型に

はめ直 される作業 として行われていた。 また,

「エスニシティに根ざした舞踊活動」すなわち各

カフカス民族系統の文化協会における舞台化 カフ

カス舞踊活動が, 各民族のアイデンテイテイの維

持継承の機能を果たすとともに, 国民文化形成 に

も貢献 していることが観察された。さらに, カフ

カス国民舞踊のもつ, コレオグラフ等による強調

された華やかさをはじめとする魅力により, 舞踊

そのもののオーセンティシティがさほど追求され

ることな く, 一般大衆によっても好んで踊られて

いることが観察された。大衆の嗜好とコレオグラ

フとは密接な関係にあり, 新たなモー ドを作 り出

す上でも欠かせない要素であるといえよう。バレ
エ ・テクニックの応用などの西洋的要素の付加は,

共和国初期の近代的なイメージを作 り出すという

目的ではもはやなく, コレオグラフの必然性 とし

て位置づけられよう。これらの成立要因は, 例え

ば トルコ共和国内のヨーロッパ側である トラキア

地方の諸舞踊にもあてはまることから, 同国にお

ける新たな国民舞踊の成立要因として提唱できる

と考えられる(注18)。 また, 民衆舞踊から国民

舞踊形成の過程で, 舞台化舞踊 という中間層が存

在 し, 国民舞踊へのいわば予備群 として機能 して
いることが確認された(図4)。 両モデルは, 同

国における他の国民舞踊の検討に際 して, 有用 な

指標 となりうると考えられる。

今後の展望 としては, 舞台化カフカス舞踊の最

も重要なレパートリーであるレズギンカの形成過

程 をたどるとともに, 動作分析 をも含めて, 民衆

舞踊が舞台化舞踊, そして国民舞踊として鋳直さ

れる段階で, どのような要素が重要視 ・拡大され,

何がそぎおとされていくのかを検討 し, 現代の国

民舞踊創造の過程におけるダイナミズムを捉 えた

いと考える。 また, 国民舞踊を舞台舞踊の中に位
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置づける要素として重要である, コレオグラフの 意義についても, さらなる検討を試みたい。

図3 カフカス国民舞踊の成立要因モデル

図4 国民舞踊の創出過程モデル

例1カ フ カ ス 舞 踊

踊られる環境: 一般国民舞踊活動グループにおける
公演

レパー トリ一の呼称 ニカルス ・カフカス舞踊

衣装: カフカス舞踊衣装(写 真参照)

踊られる環境: 民族的舞踊活動グループにおける
公演
レパー トリーの呼称: 各民族の言語による

衣装: カフカス舞踊衣装(写 真参照)

踊られる環境: 結婚式 割礼式など
レパー トリーの呼称: 各民族の言語による

衣装: 平服
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注1: トルコ共和国における国民舞踊についての

主要参考文献 としては Cefldn (1993),

ozurren (1998)等 が挙げられる。

注2: トゥラン主義: 19世紀後半にハ ンガリーの

東洋学者アルミン ・ヴァムベ リーらによっ

て提唱されたもので, トルコ系諸民族を中

心に, 時 にはブイン人, モ ンゴル人, マ

ジャール人, トゥングース諸族などをも含

めたアルタイ及びウラル両語系諸民族の一

体性 を追及 しようとする立場である。19世

紀後半, ロシア統治下の トルコ系住民の間

に生 まれた トゥラン主義 は, 「青年 トル

コ」革命後, オスマン帝国内にもちこまれ

た。

注3: 汎 トルコ主義: トゥラン主義か ら生まれた,

トルコ民族の一体性を追及する立場。

注4: ミッリエ トチ リク: 1937年 に条文化された,

多種多様な国民意識の統合 を図るケマ リズ
ムの6原 則(ジ ュムブリイェトチリク=共

和主義, ミッリエ トチリク=ナ ショナリズ

ム, ハルクジュルク=民 衆主義, デヴレッ

トチリク=・国家資本主義, ラーイクリク=

世俗主義, インクラープチリク=革 新主

義)の 一つ。 トルコ民族の歴史と伝統を自

覚して健全な愛国心 と国民文化 を昂揚 しよ

うとするものである。この観点から, トル
コ語文字改革, トルコ語純化運動, トルコ

現語学協会 ・トルコ歴史学協会の設立など

が実施された。

注5ニ ゼイベク: トルコ共和国西部工一ゲ海地方

の, 本来は傭兵の踊 りといわれる舞踊。連

手はせず, 抑揚のあるゆったりとした動作

で踊られる。

注6: ハルクエヴィは1963年 に再び開設されるが,

その機能はすでに時代の要求にかなうもの

ではなく, 昔日のような活発な活動は行わ

れなかった。活動の中心は専ら国民舞踊の

収集活動にあてられた(Baykurt l976: 85,

Oztiirkmen 1998: 207-2090

注7: ジェフキンは構造的には, ハルクエヴレリ

の役割は民衆教育センターにゆだねられた

と述べている(Cefkin l993: 32)。

注8: 舞踊活動を含む, 主な学生活動組織 として

は,「 トルコ国民学生連盟」,「 トルコ国

民舞踊連盟」,「 イスタンブール大学学生

連合」,「 国民 トルコ学生連合」などが

挙げられる。

注9二1998年9月 アンカラにて, 国立民族舞踊団,

トゥルグ ト氏からの聞き取 り調査による。

なお, このオーセンティシティを巡る論争,

すなわちコンクールや, フェスティバルに

おける公演に伴う民俗舞踊の舞台化をいか

に行 うかについては, 様々な意見が とびか

い, 解決法が模索されている(Derh 1991)。

1987年 には文化 ・観光省主催の 「トルコ国

民舞踊の舞台化にまつわる諸問題」につい

てのシンポジウムが首都アンカラにて開催

された(文 化観光省1988)。 また, 国民

舞踊教 育をどう行 うべ きかについて も,

1990年 に 「トルコ国民舞踊の教授にまつわ

る諸問題」 についてのシンポジウムが文化

省主催のもと開催された(文 化省1991)。

音楽 という言葉を舞踊に置きかえるならば,

中村のいう 「国民音楽」 「現代都市音楽の

オーセ ンテイシテイ」 「民俗的ポピュラー

音楽」 といった概念が, 現代の トルコ共和

国における国民舞踊の現状にたいへん近い

ものといえよう(中 村1991: 65-87)。

注10: 民俗学者タンは, 国立国民舞踊団および音

楽院における国民舞踊学科において, バ レ
エの教育は必須であると述べている(Tan

1991)a

注11: 1998年9月 文化省アフメット・チャクル氏

からの聞き取 り調査 による。

注12: 1998年9月 教育省E.ギ ュロル氏からの聞

き取 り調査による。

注13: 1998年9月 青少年体育省エロル ・ハジベキ

ルオウル氏からの聞き取 り調査 による。

注14: 現在 カルス県か らはアルダハン県, ウー

ドゥル県が独立 しているが, 国民舞踊 とし

てのカルス ・カフカス舞踊形成は両県が独

立する前の1950年 代以前であるので, 本論

文ではカルス県 と一括 して扱 う。

注15: 古来カルス県の位置する場所は, オスマン

帝国, ロシア, イランなど大国の勢力争い

の場であ り, 戦場であった。共和国設立直

前, トルコ側 にとってはカルス地方はロシ

アから奪回 した前線であ り, カフカス諸民

族は場所がら常 に戦場であったことから勇

士 としての覚えが高かった。 これらのこと

から, このような呼称が使われている。

注16: 1998年9月 国立国民舞踊団団長ムスタファ
・トゥラン氏からの聞き取 り調査 による。

注17: トルコ共和国では, 多 くの民間国民舞踊グ

ループに 「Turizm Demei トゥーリズム ・

デルネイ(観 光協会)」 という名称が使わ

れるが, その大半は舞踊活動のみを行い,

特別に観光案内活動等を行ってはいない。

IHTDも 同様である。

注18: 1998年9月 トルコ国立音楽院国民舞踊学科

長B.ク ルティシュオウル氏からの聞き取

り調査による。
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